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　尤も，星の位置は大仁赤経撰と赤緯δとで與へられてるますから，その黄経
えと黄緯βとを知るためには，叉，特に下の如き式で計算する必要があります＝
まつ
　　　1anM一霞一　s漂。。一面が写・・…一一…（・）
によって，Mを求め，次ぎに，
　　　tan　Z　＝　一Sgt　El；IIISisMts－ii－LE一）一一　x　tan　a　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…（3）
　　　tan　P＝　tan　（rl－e）　．　sin　7．　・一…　一・一・…　一…　一・・・…　一・・・・…　一一一・・・・・・・…　一（4，）
そして，槍算のためには次ぎの式を用ゐます：
　　　　　　　鯉ぎM蒜三Σ一：譜豊：1一・一一一………（・）
皆，回れ等の式は，封数計算に便利に出生てるます．しかし，計算尺の精密さ
でも良いわけです．（L・M・N・）
本陣騨戸支部　來2月23日（金畷）18時，元町四丁目三菱櫨上で例會を開く．
山本會長の“太陽系の構造”に關する講話あり。折から白羊宮に集りつSある
五大遊星を一同回しむ筈．
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紀伊支部十二月例會
◎本會昭和十四年十二月例會は，十二月16日，豫定の通り名草小鮮校（海草郡
紀三井寺町）に於いて午後6時より島田音村氏軒割の下に開催．酔筆側より阪
田，野村，山本（ゴ”“酎｝）3名，高商側としては，山本君以外に，新谷雅信君出席．
それに和歌山「星の會」會員4名，名草校教員約10名，その他生徒（高等科）を
合して約50名参集し，小生望遠鏡に捌して約1時間坐談的にしゃべり，8時過
ぎより室も漸く晴れたので，遊星（土，火，木，月等）及び二重星，星霧中の
二三を親旧，ついで9時より10時迄再び職員室にて茶をのみつつ，ストーブを
園んで雑談にふけり，22時過散離した．爾，當日，小与野部長は，画聖の：方に
展覧會ありしため，惜くも不参であった．
◎一月例會は，fhj話は具破断してみないが，中旬阪田＝晃氏司會の下に，那智郡
粉河町にて開催の筈．（日は未定）
◎一月2日，一年ぶりに小旗支部長を金墜に訪れ，紀伊支部の將來に關して，
種々面心を懇談す．（一月8日　野村記）
編　　輯　　後　　記
　わが日本のみならす，實に全世界の非常時局で，戦齪のため，學術界や一般
知識階級，インテリ暦などは，何所も不振を極め，學會なども，取り止めや中
止があり，恐慌を零してみる．英雄の有名な學術雑誌Sciellce　Progressも，途
に，編輯不能となって，去る10月號で磯蒸して了つた．こうした渦巻きの中に
あって，本陣は相法らす重要な會員が慮召したりして，緊張してみる中に，し
かし，集外な：方面から入會者があり，叉，題名部員も増して行く．景氣の好い
話しである．
　今の第2σ毬の初め（H月號）から活字の組み方を大改良して，紙敷は不攣であ
るが，内容は正味2割弼も増したことになり，今までの50ページに相當するも
のとなった．しかし，・一方に於いて，諸方面から興味ある原稿が澤山集まって
來るので，やはり，とても之れだけでは頁数が未だ未だ足りない．編輯部の年
來の希望であるが，是非，100ぺ1ジの天文雑誌にしたV・．
　諸方から投稿される原稿の中に，普通のたて組みの原稿用紙を使用してゐら
れる人が多いので，閉口する．言ふまでもなく，本誌は横組み印刷なので，原
稿も亦，是非に横書きと願ひたV・．標準は一ぺ1ジが35字詰めの，35行です．
